

















（２）調査日時：平成 24年７月 3日・17日・24日 
（３）調査者 ：平成 24年度田中ゼミ学生（小野寺、
佐藤（貴）、佐藤（宏）、品田、長束、長谷川























   旧館では、段差が多く入口付近に教壇や机があ
り実質入れない箇所もある。 








   いずれも入口が８０ｃｍで少し入りづらい。ま 
  た内部の鏡の位置が高くて足元が見えない。 
（７）その他の共用施設 
・図書館内のスペースが狭いため移動しづらい。
２階の閲覧室に移動できない。 
  ・学生食堂の入口ドアは重すぎて一人では入れな
い。カウンターや席が高く使用しづらい。 
  ・各事務室の入口は問題ないが、カウンターが高
く使用しづらい。 
Ⅳ 考察 
 旧館は昭和４０年代の建築であり、当時バリアフリ
ーに関する法令による建築基準も設定されていない
こともあり、バリアフリー環境を想定し建築されては
いない。また新館においては、それらの基準は満たし
ていると思われるものの、車椅子利用者等の視点から
十分検討されているとは考えにくい。さらに、エレベ
ーターの未設置や連絡通路の不整備のため、キャンパ
ス内全体をスムーズに移動できない状況にある。 
Ⅴ 結論 
 本学キャンパスは福祉系の大学でありながら、車椅
子利用者等の障害のある学生及び教職員、市民の立場
からすると利用しにくく、利用者の視点に立った配慮
が足りないと考えられる。 
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